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会　計　名
一般会計
（２号・３号）

補正額 補正後の予算総額

※金額は千円単位を四捨五入　

7億1,798万円 154億1,483万円

 　　　　　 8万円  34億3,845万円介護保険事業(1号）
特別会計　　　

　第２回(６月)定例会は、６月５日か
ら６月２３日までの１９日間の会期で
行われ、専決処分の承認１件、条例の
一部改正３件、各会計の補正予算など
を審議し、提案されたすべての議案を
可決しました。

令和５年度各会計６月補正予算額

子育て世帯応援給付金事業

　国が行う低所得の子育て世帯生
活支援特別給付金の支給対象とな
らない世帯に、町独自で給付金を
１世帯５万円支給するものです。

農畜産業生産原価高騰対策事業費

　原油・配合飼料等の物価価格高
騰により影響を受けた施設園芸や
茶工場、畜産農家等に支援を行う
ための経費です。

5,372万円 8,713万円

補正予算の概要 ※金額は千円単位を四捨五入　

６月定例会 

3,879万円

エネルギー構造高度化・転換理解促進事業費

 新教育長に

　
４
月
臨
時
会
に
さ
つ
ま

教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

議
案
が
提
案
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

中
山 

春
年 

氏(

62
歳)

【
さ
つ
ま
町
久
富
木
出
身
】

職
歴

　
鹿
屋
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
学
校
教
育
課
長

　
国
分
南
中
学
校
長 

等

任
期(

新
任)

　
令
和
５
年
５
月
10
日

　
　
〜
令
和
８
年
５
月
９
日

令 和 ５ 年 ４ 月 臨 時 会
　令和５年４月臨時会が４月２４日に
開会され、専決処分の承認１件、人事
案件２件を審議し、提案されたすべて
の議案を可決しました。

●専決処分
さつま町税条例及びさつま町国民健康保険税
条例の一部改正について
●人事案件
・さつま町教育長の任命について
・さつま町教育委員会委員について
前委員の任期満了に伴い、新たに羽有郁夫氏
の任命について同意しました。
　任期：令和５年５月１０日
　　　～令和９年５月９日

中山 春年氏

　町民、企業、農業従事者に対し、
再エネや省エネ化を啓発・促進す
ることによる事業の発展・推進を
行うための支援に係る委託料等が
計上されています。

原油価格高騰の影響を受ける施設園芸

なかやま　  はるとし

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
、

令
和
４
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
及
び
介
護
保
険
料

の
減
免
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
４
月
以
降
に
納
期
限

が
到
来
す
る
も
の
も
減
免

の
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

及
び
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

税
条
例
の
一
部
改
正

　
森
林
環
境
税
の
導
入
に

伴
う
徴
収
方
法
等
、
軽
自

動
車
税
に
お
け
る
種
別
割

区
分
の
見
直
し
な
ど
に
つ

い
て
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

ど
う
変
わ
っ
た

我
が
町
の
条
例

消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
購
入
契
約
の
締
結

し
尿
汲
取
作
業
車
購
入

契
約
の
締
結

　
老
朽
化
し
た
環
境
セ
ン

タ
ー
の
し
尿
汲
取
作
業
車 

（
小
型
４
ｔ
車
）
を
最
新

式
の
も
の
に
更
新
す
る
も

の
で
す
。

■
契
約
金
額

　
９
４
６
万
円

■
契
約
の
相
手
方

　
南
九
州
日
野
自
動
車

　
株
式
会
社
川
内
支
店

そ
の
他
の
議
決
事
項

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
生
じ
た
事

態
に
対
処
す
る
た
め
の
特

殊
勤
務
手
当
の
廃
止
に
伴

い
、
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分

１
件
の
専
決
処
分
を
議

会
で
承
認

火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正

　
対
象
火
気
設
備
等
の
位

置
、
構
造
及
び
管
理
並
び

に
対
象
火
気
器
具
等
の
取

扱
い
な
ど
に
つ
い
て
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　
今
回
の
改
正
は
、
主
に

急
速
充
電
設
備
と
喫
煙
等

に
関
す
る
２
つ
の
事
項
に

つ
い
て
で
す
。

　
購
入
後
25
年
経
過
し
て

い
る
湯
田
分
団
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
最
新
式
の
も

の
に
更
新
す
る
も
の
で
す
。

■
契
約
金
額

２
７
７
７
万
５
０
０
０
円

■
契
約
の
相
手
方

　
有
限
会
社
奥
園
消
防

　
機
材

■
乗
車
定
員

　
６
人

宮
之
城
総
合
体
育
館
空

調
設
備
他
改
修
工
事
請

負
契
約
の
締
結

　
宮
之
城
総
合
体
育
館
の

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
及
び
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
に
新
た
に
空

調
設
備
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

■
契
約
金
額

　
２
億
８
３
８
１
万

　
３
３
７
６
円

■
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社
エ
コ
ロ
ン

採
　択

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
負
担
率
の
引
き
上
げ
を
は
か

る
た
め
の
、
２
０
２
４
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書
採
択
の
陳
情
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
た
！
あ
な
た
の
陳
情

陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た

発
委
１
件
を
原
案
可
決

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

原
　
案

可
　
決

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
長
　
古
田
　
昌
也

◎
提
出
者

◇
意
見
書

　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、
林
業
に
係
る
財
政
需
要

の
大
き
な
地
方
自
治
体
及
び
地
球
温
暖
化
防
止
機
能
・
土

砂
災
害
防
止
機
能
・
土
壌
保
全
機
能
な
ど
の
公
益
的
な
機

能
を
有
す
る
過
疎
地
域
、
半
島
地
域
、
離
島
地
域
に
対
し

特
段
の
配
慮
が
な
さ
れ
、
譲
与
基
準
の
見
直
し
を
行
う
よ

う
、
意
見
書
を
国
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。
　

◇
意
見
書

　
武
　
さ
と
み
氏
　
　

　
中
・
高
等
学
校
で
35
人
学
級
の
早
期
実
現
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
割
合
の
引
上
げ
な
ど
５
項
目
に
関
す
る
意
見

書
を
国
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

◎
陳
情
者

宮之城総合体育館メインアリーナ（照明の工事中）
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会　計　名
一般会計
（２号・３号）

補正額 補正後の予算総額

※金額は千円単位を四捨五入　

7億1,798万円 154億1,483万円

 　　　　　 8万円  34億3,845万円介護保険事業(1号）
特別会計　　　

　第２回(６月)定例会は、６月５日か
ら６月２３日までの１９日間の会期で
行われ、専決処分の承認１件、条例の
一部改正３件、各会計の補正予算など
を審議し、提案されたすべての議案を
可決しました。

令和５年度各会計６月補正予算額

子育て世帯応援給付金事業

　国が行う低所得の子育て世帯生
活支援特別給付金の支給対象とな
らない世帯に、町独自で給付金を
１世帯５万円支給するものです。

農畜産業生産原価高騰対策事業費

　原油・配合飼料等の物価価格高
騰により影響を受けた施設園芸や
茶工場、畜産農家等に支援を行う
ための経費です。

5,372万円 8,713万円

補正予算の概要 ※金額は千円単位を四捨五入　

６月定例会 

3,879万円
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、
同
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の任命について同意しました。
　任期：令和５年５月１０日
　　　～令和９年５月９日
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再エネや省エネ化を啓発・促進す
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。
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常任委員会審査

委員会に付託された条例改正３件、
令和５年度一般会計補正予算（関係
分）及び特別会計の補正予算１件が
審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
50

 

kw
を
超
え
る
急

速
充
電
設
備
は
新
設
の

際
届
出
が
必
要
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
届
出
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

罰
則
は
あ
る
か
。

答
　
届
出
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
に
も
罰
則
は
な

い
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も

届
出
制
の
た
め
、
提
出
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
、
消
防

本
部
で
設
置
の
把
握
は
で

き
な
い
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
プ
リ

等
の
開
発
を
は
じ
め
、

今
後
ど
の
よ
う
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
等
を
発

展
さ
せ
て
い
く
考
え
か
。

答
　
将
来
的
な
構
想
と
し

て
、
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
の
制

作
過
程
の
一
部
を
活
用
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

の
展
開
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
す
ご

ろ
く
ゲ
ー
ム
の
制
作
、
Ｉ

Ｔ
ス
ク
ー
ル
と
の
関
係
構

築
を
通
じ
た
Ｉ
Ｔ
ス
ク
ー

ル
授
業
へ
の
本
町
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
考
え

て
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

総務厚生
常任委員会

さ
つ
ま
町
火
災
予
防

条
例
の
一
部
改
正

問
　
さ
つ
ま
町
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

る
健
康
被
害
の
対
象
者

数
と
症
状
は
。

答
　
現
在
、
さ
つ
ま
町
で

は
４
名
の
申
請
が
あ
り
、

２
名
は
国
の
認
定
が
お
り
、

残
り
２
名
は
国
の
認
定
を

待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

症
状
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
や
心
筋
炎
疑
い
、
高
熱
、

肩
の
痛
み
等
様
々
で
あ
る
。

供用開始から24年が経過する環境センター

問
　
書
か
な
い
窓
口
等

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

答
　
事
業
に
つ
い
て
は
12

月
の
運
用
開
始
を
予
定
し

て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
も

大
事
で
あ
る
が
、
注
意
が

必
要
な
部
分
は
慎
重
に
調

査
し
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問
　
環
境
セ
ン
タ
ー
は

供
用
開
始
か
ら
24
年
経

過
し
て
い
る
。
エ
ア
コ

ン
以
外
の
老
朽
化
も
考

え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

答
　
し
尿
処
理
を
行
う
機

械
は
施
設
と
同
じ
で
24
年

経
過
し
て
い
る
た
め
、
年

次
的
に
修
理
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
他
の
管
理
部
分

に
関
し
て
は
空
調
設
備
以

外
に
大
き
な
不
具
合
は
生

じ
て
い
な
い
。

問
　
子
育
て
世
帯
応
援

給
付
金
は
、
１
世
帯
当

た
り
の
支
給
で
は
な
く
、

子
ど
も
１
人
当
た
り
の

支
給
は
検
討
し
な
か
っ

た
の
か
。

答
　
１
人
当
た
り
５
万
円

の
支
給
と
す
る
と
、
総
支

給
額
が
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
支
給
を
計
画
し
、
１

人
当
た
り
の
支
給
で
は
現

状
の
把
握
に
時
間
が
か
か

る
点
、
子
ど
も
の
多
い
世

帯
は
公
的
扶
助
も
多
い
点

等
を
考
慮
し
、
町
独
自
の

施
策
と
し
て
１
世
帯
当
た

り
５
万
円
の
給
付
と
し
た
。

委員長　古田　昌也
副委員長　橋之口富雄
委　員　新改　幸一
委　員　上別府ユキ
委　員　平八重光輝
委　員　上久保澄雄
委　員　川口　憲男
委　員　柏木　幸平

常任委員会審査

委員会に付託された令和５年度一般会計
補正予算（関係分）が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、意
見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　燃
油
・
物
価
高
騰

に
よ
り
農
家
は
先
が
見

え
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
農
家
目
線
に
立

っ
た
支
援
が
必
要
で
は
。

答
　
農
家
の
経
営
に
つ
い

て
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

燃
油
や
配
合
飼
料
の
高
止

ま
り
が
続
く
よ
う
で
あ
れ

ば
、
更
な
る
支
援
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　今
後
の
特
別
支
援

教
育
支
援
員
の
配
置
人

数
は
。

答
　
今
年
度
は
19
人
で
あ

る
が
、
令
和
６
年
度
に
は

17
人
、
令
和
７
年
度
と
令

和
８
年
度
は
16
人
を
計
画

し
て
い
る
。
支
援
員
１
人

に
対
す
る
対
象
児
童
生
徒

が
12
人
程
度
に
な
る
よ
う

に
基
準
を
設
け
て
い
る
が
、

今
後
の
転
出
入
等
に
よ
っ

て
変
更
の
可
能
性
も
あ
る
。

問
　ふ
る
さ
と
ゆ
か
り

の
偉
人
マ
ン
ガ
を
ど
の

程
度
作
成
し
、
ど
の
よ

う
に
周
知
を
行
う
か
。

答
　
３
０
０
０
冊
を
製
本

し
、
町
内
の
小
中
高
校
生

に
配
布
、
学
校
図
書
館
や

町
内
図
書
館
で
の
貸
出
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧

を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
等
に
協
力
を
呼
び
か

け
な
が
ら
読
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
方
策
を
検
討
し

た
い
。

問
　中
小
製
造
事
業
者

電
力
料
金
高
騰
対
策
支

援
金
の
速
や
か
な
申
請

手
続
き
の
た
め
、
チ
ラ

シ
を
作
成
し
て
十
分
な

周
知
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

答
　早
い
段
階
で
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
支
援
金

の
支
給
対
象
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
方
式
で
示
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報

誌
、
防
災
無
線
等
で
周
知

を
図
り
た
い
。

文教経済
常任委員会

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（24-8911もしくは53-1111）にお問い合わせください。

令和５年第３回（９月）定例会は９月１日開会予定です。
○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画面の
ページが表示されます。

９月定例会予定  議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      

委員長　上囿　一行
副委員長　有川　美子
委　員　平山　俊郎
委　員　中村　慎一
委　員　森山 　大
委　員　新改　秀作
委　員　岸良　光廣

原田 正純氏（1934 ～ 2012）

さつま町出身で水俣病研究の
第１人者である。熊本大学医
学部で水俣病を研究し、胎児
性水俣病を見いだす。患者の
立場から徹底した診断と研究
を行い、水俣病研究に関して
詳細な知識を持った医師であ
った。熊本大学退職後は環境
公害を世界に訴えた。

偉人マンガの制作が行われる原田 正純氏
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常任委員会審査



常任委員会審査

委員会に付託された条例改正３件、
令和５年度一般会計補正予算（関係
分）及び特別会計の補正予算１件が
審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
50

 

kw
を
超
え
る
急

速
充
電
設
備
は
新
設
の

際
届
出
が
必
要
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
届
出
が

な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

罰
則
は
あ
る
か
。

答
　
届
出
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
に
も
罰
則
は
な

い
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も

届
出
制
の
た
め
、
提
出
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
、
消
防

本
部
で
設
置
の
把
握
は
で

き
な
い
。

問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
プ
リ

等
の
開
発
を
は
じ
め
、

今
後
ど
の
よ
う
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
活
用
等
を
発

展
さ
せ
て
い
く
考
え
か
。

答
　
将
来
的
な
構
想
と
し

て
、
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
の
制

作
過
程
の
一
部
を
活
用
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

の
展
開
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
す
ご

ろ
く
ゲ
ー
ム
の
制
作
、
Ｉ

Ｔ
ス
ク
ー
ル
と
の
関
係
構

築
を
通
じ
た
Ｉ
Ｔ
ス
ク
ー

ル
授
業
へ
の
本
町
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
考
え

て
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

総務厚生
常任委員会

さ
つ
ま
町
火
災
予
防

条
例
の
一
部
改
正

問
　
さ
つ
ま
町
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

る
健
康
被
害
の
対
象
者

数
と
症
状
は
。

答
　
現
在
、
さ
つ
ま
町
で

は
４
名
の
申
請
が
あ
り
、

２
名
は
国
の
認
定
が
お
り
、

残
り
２
名
は
国
の
認
定
を

待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

症
状
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
や
心
筋
炎
疑
い
、
高
熱
、

肩
の
痛
み
等
様
々
で
あ
る
。

供用開始から24年が経過する環境センター

問
　
書
か
な
い
窓
口
等

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

答
　
事
業
に
つ
い
て
は
12

月
の
運
用
開
始
を
予
定
し

て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
も

大
事
で
あ
る
が
、
注
意
が

必
要
な
部
分
は
慎
重
に
調

査
し
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問
　
環
境
セ
ン
タ
ー
は

供
用
開
始
か
ら
24
年
経

過
し
て
い
る
。
エ
ア
コ

ン
以
外
の
老
朽
化
も
考

え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

答
　
し
尿
処
理
を
行
う
機

械
は
施
設
と
同
じ
で
24
年

経
過
し
て
い
る
た
め
、
年

次
的
に
修
理
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
他
の
管
理
部
分

に
関
し
て
は
空
調
設
備
以

外
に
大
き
な
不
具
合
は
生

じ
て
い
な
い
。

問
　
子
育
て
世
帯
応
援

給
付
金
は
、
１
世
帯
当

た
り
の
支
給
で
は
な
く
、

子
ど
も
１
人
当
た
り
の

支
給
は
検
討
し
な
か
っ

た
の
か
。

答
　
１
人
当
た
り
５
万
円

の
支
給
と
す
る
と
、
総
支

給
額
が
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
支
給
を
計
画
し
、
１

人
当
た
り
の
支
給
で
は
現

状
の
把
握
に
時
間
が
か
か

る
点
、
子
ど
も
の
多
い
世

帯
は
公
的
扶
助
も
多
い
点

等
を
考
慮
し
、
町
独
自
の

施
策
と
し
て
１
世
帯
当
た

り
５
万
円
の
給
付
と
し
た
。

委員長　古田　昌也
副委員長　橋之口富雄
委　員　新改　幸一
委　員　上別府ユキ
委　員　平八重光輝
委　員　上久保澄雄
委　員　川口　憲男
委　員　柏木　幸平

常任委員会審査

委員会に付託された令和５年度一般会計
補正予算（関係分）が審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、意
見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　燃
油
・
物
価
高
騰

に
よ
り
農
家
は
先
が
見

え
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
農
家
目
線
に
立

っ
た
支
援
が
必
要
で
は
。

答
　
農
家
の
経
営
に
つ
い

て
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

燃
油
や
配
合
飼
料
の
高
止

ま
り
が
続
く
よ
う
で
あ
れ

ば
、
更
な
る
支
援
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　今
後
の
特
別
支
援

教
育
支
援
員
の
配
置
人

数
は
。

答
　
今
年
度
は
19
人
で
あ

る
が
、
令
和
６
年
度
に
は

17
人
、
令
和
７
年
度
と
令

和
８
年
度
は
16
人
を
計
画

し
て
い
る
。
支
援
員
１
人

に
対
す
る
対
象
児
童
生
徒

が
12
人
程
度
に
な
る
よ
う

に
基
準
を
設
け
て
い
る
が
、

今
後
の
転
出
入
等
に
よ
っ

て
変
更
の
可
能
性
も
あ
る
。

問
　ふ
る
さ
と
ゆ
か
り

の
偉
人
マ
ン
ガ
を
ど
の

程
度
作
成
し
、
ど
の
よ

う
に
周
知
を
行
う
か
。

答
　
３
０
０
０
冊
を
製
本

し
、
町
内
の
小
中
高
校
生

に
配
布
、
学
校
図
書
館
や

町
内
図
書
館
で
の
貸
出
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧

を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
等
に
協
力
を
呼
び
か

け
な
が
ら
読
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
方
策
を
検
討
し

た
い
。

問
　中
小
製
造
事
業
者

電
力
料
金
高
騰
対
策
支

援
金
の
速
や
か
な
申
請

手
続
き
の
た
め
、
チ
ラ

シ
を
作
成
し
て
十
分
な

周
知
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

答
　早
い
段
階
で
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
支
援
金

の
支
給
対
象
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
方
式
で
示
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報

誌
、
防
災
無
線
等
で
周
知

を
図
り
た
い
。

文教経済
常任委員会

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（24-8911もしくは53-1111）にお問い合わせください。

令和５年第３回（９月）定例会は９月１日開会予定です。
○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画面の
ページが表示されます。

９月定例会予定  議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      

委員長　上囿　一行
副委員長　有川　美子
委　員　平山　俊郎
委　員　中村　慎一
委　員　森山 　大
委　員　新改　秀作
委　員　岸良　光廣

原田 正純氏（1934 ～ 2012）

さつま町出身で水俣病研究の
第１人者である。熊本大学医
学部で水俣病を研究し、胎児
性水俣病を見いだす。患者の
立場から徹底した診断と研究
を行い、水俣病研究に関して
詳細な知識を持った医師であ
った。熊本大学退職後は環境
公害を世界に訴えた。

偉人マンガの制作が行われる原田 正純氏
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一般質問

上久保 澄雄 議員

町政運営 課題と対策は

町長／重要課題は人口問題

広
域
展
開

問
　国
が
新
た
な
施
策

　
　を
推
進
し
て
い
く
中
、

安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
上
で
、
次
元

の
異
な
る
町
政
運
営
・
改

革
が
必
要
。
そ
の
た
め
に

も
行
政
の
ス
リ
ム
化
・
コ

ス
ト
削
減
が
住
民
負
担
の

軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
共

同
処
理
可
能
な
業
務
の
広

域
的
取
組
が
必
要
で
は
。

答
　町
政
上
の
最
重
要

　
　
課
題
は
人
口
減
少
問

題
と
捉
え
て
い
る
。
現
在
、

総
合
戦
略
等
に
基
づ
い
た

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
継
続
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
な
る

と
厳
し
い
。
町
民
生
活
・

経
済
活
動
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
、
複
数
の
自
治

体
に
よ
り
広
域
的
事
務
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

問
　人
口
減
少
に
伴
い

　
　交
付
税
の
確
保
や
需

要
額
の
動
向
等
、
財
政
運

営
上
の
懸
念
材
料
は
多
い
。

特
に
税
収
へ
の
影
響
は
避

け
ら
れ
な
い
。
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
充
実
に
よ
る

歳
入
確
保
、
返
礼
品
と
し

て
の
地
場
産
品
や
開
発
な

ど
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て

は
。

答
　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
感
染
症
に
よ
り
料
金

改
定
を
見
送
っ
た
経
緯
が

あ
る
。
水
道
管
路
に
つ
い

て
も
更
新
の
必
要
が
１
０

５
㎞
あ
り
、
概
算
費
用
は

48
億
円
に
の
ぼ
る
こ
と
か

ら
、
長
期
計
画
を
基
に
効

率
的
更
新
を
行
い
た
い
。

な
お
、
災
害
の
場
合
、
町

か
ら
の
繰
り
出
し
は
可
能

で
あ
る
。

答
　事
務
事
業
評
価
制

　
　
度
の
機
能
の
充
実
等

に
よ
り
、
歳
出
全
般
に
わ

た
る
見
直
し
を
図
り
な
が

ら
、
個
別
施
設
計
画
に
基

づ
き
公
共
施
設
等
の
整
理

も
強
力
に
進
め
て
い
き
た

い
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
、
返
礼

品
の
内
容
・
分
析
等
に
よ

り
寄
付
の
増
加
に
努
力
し

い
て
い
き
た
い
。

新
た
な
財
源
確
保
策
は

町
長
／

　持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

ふるさと納税

問
　水
道
事
業
経
営
戦

　
　略
で
は
料
金
改
定
の

時
期
が
来
て
い
る
よ
う
だ

が
、
本
年
度
当
初
予
算
で

は
赤
字
予
算
が
組
ま
れ
て

い
る
。
給
水
人
口
減
、
給

水
収
益
減
と
い
う
厳
し
い

現
状
に
加
え
、
老
朽
管
の

更
新
費
用
も
多
額
を
要
す

る
の
で
、
使
用
料
金
に
転

嫁
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
利

用
者
負
担
軽
減
の
助
成
を
。

上
水
道
事
業
へ
の
助
成
を

町
長
／

　定
期
的
な
料
金
見
直
し
で

水道行政

←ふるさと納税について
　はこちらから

町ホームページ

漏水箇所の工事現場

上久保 澄雄（７ページ）
・町政運営について
・財政運営について
・上水道事業の経営安定化に
　ついて

平山 俊郎（９ページ）

・自衛隊誘致について
・少子化対策について

上別府 ユキ（13ページ）

・林業振興について

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
６

月
定
例
会
で
は
９
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問１日目の動画配信 一般質問２日目の動画配信
一般質問関係の記事は、
各議員から提出された原稿
を基に、質問議員の責任に
おいて掲載しています。

古田 昌也（８ページ）

・観音滝の在り方について
・行政改革について　

新改 秀作（10ページ）

・農業政策について
・商業政策について
・学校の安心・安全について

中村 慎一（14ページ）
・これまでの一般質問項目に
　かかる取組について
・うそ電話詐欺対策にかかる
　取組について

川口 憲男（11ページ）

・教育行政の推進策は

橋之口 富雄（12ページ）

・学校給食の考え方について
・文化財の保全について

有川 美子（15ページ）
・耕作放棄地等の整備及び有
　効活用について
・ごみ出しルールの町内統一
　化について　　その他１件

上久保澄雄
古田　昌也
平山　俊郎
新改　秀作
川口　憲男

橋之口富雄
上別府ユキ
中村　慎一
有川　美子
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一般質問

上久保 澄雄 議員

町政運営 課題と対策は

町長／重要課題は人口問題

広
域
展
開

問
　国
が
新
た
な
施
策

　
　を
推
進
し
て
い
く
中
、

安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
上
で
、
次
元

の
異
な
る
町
政
運
営
・
改

革
が
必
要
。
そ
の
た
め
に

も
行
政
の
ス
リ
ム
化
・
コ

ス
ト
削
減
が
住
民
負
担
の

軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
共

同
処
理
可
能
な
業
務
の
広

域
的
取
組
が
必
要
で
は
。

答
　町
政
上
の
最
重
要

　
　
課
題
は
人
口
減
少
問

題
と
捉
え
て
い
る
。
現
在
、

総
合
戦
略
等
に
基
づ
い
た

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
継
続
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
な
る

と
厳
し
い
。
町
民
生
活
・

経
済
活
動
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
、
複
数
の
自
治

体
に
よ
り
広
域
的
事
務
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

問
　人
口
減
少
に
伴
い

　
　交
付
税
の
確
保
や
需

要
額
の
動
向
等
、
財
政
運

営
上
の
懸
念
材
料
は
多
い
。

特
に
税
収
へ
の
影
響
は
避

け
ら
れ
な
い
。
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
充
実
に
よ
る

歳
入
確
保
、
返
礼
品
と
し

て
の
地
場
産
品
や
開
発
な

ど
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て

は
。

答
　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
感
染
症
に
よ
り
料
金

改
定
を
見
送
っ
た
経
緯
が

あ
る
。
水
道
管
路
に
つ
い

て
も
更
新
の
必
要
が
１
０

５
㎞
あ
り
、
概
算
費
用
は

48
億
円
に
の
ぼ
る
こ
と
か

ら
、
長
期
計
画
を
基
に
効

率
的
更
新
を
行
い
た
い
。

な
お
、
災
害
の
場
合
、
町

か
ら
の
繰
り
出
し
は
可
能

で
あ
る
。

答
　事
務
事
業
評
価
制

　
　
度
の
機
能
の
充
実
等

に
よ
り
、
歳
出
全
般
に
わ

た
る
見
直
し
を
図
り
な
が

ら
、
個
別
施
設
計
画
に
基

づ
き
公
共
施
設
等
の
整
理

も
強
力
に
進
め
て
い
き
た

い
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
、
返
礼

品
の
内
容
・
分
析
等
に
よ

り
寄
付
の
増
加
に
努
力
し

い
て
い
き
た
い
。

新
た
な
財
源
確
保
策
は

町
長
／

　持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

ふるさと納税

問
　水
道
事
業
経
営
戦

　
　略
で
は
料
金
改
定
の

時
期
が
来
て
い
る
よ
う
だ

が
、
本
年
度
当
初
予
算
で

は
赤
字
予
算
が
組
ま
れ
て

い
る
。
給
水
人
口
減
、
給

水
収
益
減
と
い
う
厳
し
い

現
状
に
加
え
、
老
朽
管
の

更
新
費
用
も
多
額
を
要
す

る
の
で
、
使
用
料
金
に
転

嫁
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
利

用
者
負
担
軽
減
の
助
成
を
。

上
水
道
事
業
へ
の
助
成
を

町
長
／

　定
期
的
な
料
金
見
直
し
で

水道行政

←ふるさと納税について
　はこちらから

町ホームページ

漏水箇所の工事現場

上久保 澄雄（７ページ）
・町政運営について
・財政運営について
・上水道事業の経営安定化に
　ついて

平山 俊郎（９ページ）

・自衛隊誘致について
・少子化対策について

上別府 ユキ（13ページ）

・林業振興について

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
６

月
定
例
会
で
は
９
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問１日目の動画配信 一般質問２日目の動画配信
一般質問関係の記事は、
各議員から提出された原稿
を基に、質問議員の責任に
おいて掲載しています。

古田 昌也（８ページ）

・観音滝の在り方について
・行政改革について　

新改 秀作（10ページ）

・農業政策について
・商業政策について
・学校の安心・安全について

中村 慎一（14ページ）
・これまでの一般質問項目に
　かかる取組について
・うそ電話詐欺対策にかかる
　取組について

川口 憲男（11ページ）

・教育行政の推進策は

橋之口 富雄（12ページ）

・学校給食の考え方について
・文化財の保全について

有川 美子（15ページ）
・耕作放棄地等の整備及び有
　効活用について
・ごみ出しルールの町内統一
　化について　　その他１件

上久保澄雄
古田　昌也
平山　俊郎
新改　秀作
川口　憲男

橋之口富雄
上別府ユキ
中村　慎一
有川　美子
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一般質問

古田 昌也 議員

閉鎖中の観音滝公園

観音滝温泉施設（旧滝の宿）

観音滝公園の現状は

町長／運営継続に向け提案

観
光
振
興

町
民
に
対
し
て
説
明
は

町
長
／
早
い
段
階
で
説
明
を

問
　
観
音
滝
公
園
の
温

　
泉
施
設
復
旧
を
望
む
声

が
多
い
。
な
ぜ
復
旧
で
き

な
い
の
か
な
ど
の
説
明
義

務
は
町
に
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
地
元

住
民
に
対
し
て
、
現
状
を

説
明
す
る
責
任
も
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
く
の
か
。

答
　
横
断
的
判
断
の
促

　
　
進
は
日
頃
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。
専
門
的
・

集
中
的
な
取
組
に
関
し
て

は
、
効
果
的
な
意
思
決
定

を
行
う
環
境
も
整
え
て
い

る
。
し
か
し
、
新
た
な
行

政
課
題
に
加
え
、
多
様
化

す
る
行
政
ニ
ー
ズ
等
に
対

応
す
る
た
め
、
町
行
政
改

革
推
進
本
部
に
お
い
て
令

和
６
年
度
以
降
に
新
た
な

組
織
機
構
の
再
編
を
検
討

し
て
い
る
。

縦
割
り
行
政
に
感
じ
る
が

町
長
／

　組
織
機
構
再
編
を
検
討
中

組織改革問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
ル
ス
感
染
症
は
５
類

に
な
り
、
経
済
活
動
な
ど

本
格
的
に
動
き
出
し
て
き

て
い
る
。
現
状
を
見
た
と

き
に
民
間
事
業
者
と
比
べ
、

役
場
機
能
と
し
て
縦
割
り

感
が
あ
り
、
横
断
的
判
断

が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ

る
が
、
町
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　
温
泉
施
設
は
元
清

　
　
流
館
位
置
で
計
画
を

進
め
て
い
た
が
、
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
と
な
っ
て
お

り
建
設
が
出
来
な
い
。
ま

た
、
地
元
住
民
に
対
し
て

は
株
式
会
社
や
さ
し
い
ま

ち
へ
の
提
案
に
回
答
が
き

た
ら
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

問
　
現
在
も
閉
鎖
中
の

　
　
観
音
滝
公
園
の
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、当
初
予
算
で
観
音

滝
公
園
関
連
予
算
が
可
決

さ
れ
て
い
る
。公
園
の
今

後
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
令
和
５
年
３
月
に

　
　
株
式
会
社
や
さ
し
い

ま
ち
代
表
と
面
談
し
、
観

音
滝
の
返
還
を
検
討
中
と

の
話
が
あ
っ
た
。
町
と
し

て
は
観
光
振
興
基
本
計
画

に
お
い
て
、
観
音
滝
公
園

を
本
町
の
観
光
振
興
の
拠

点
施
設
と
し
て
い
る
。
公

園
周
辺
の
整
備
な
ど
を
提

案
し
、
引
き
続
き
運
営
が

で
き
な
い
か
お
伺
い
し
て

い
る
。

組織再編を検討するさつま町役場本庁

一般質問

平山 俊郎 議員

積極的防衛施設誘致を

町長／官民一体で積極的取組

誘
致
推
進

答
　
結
婚
に
対
す
る
価

　
　
値
観
の
変
化
と
い
っ

た
時
代
の
流
れ
は
あ
る
が
、

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
は
、

身
近
な
信
頼
で
き
る
方
に

直
接
相
談
等
で
き
る
貴
重

な
事
業
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
婚
活
サ
ポ
ー
タ

ー
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

結
婚
支
援
に
つ
な
げ
る
取

組
を
進
め
て
い
く
。

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
増
員
を

町
長
／

　確
保
に
努
め
結
婚
支
援
へ

婚活支援問
　
外
国
に
あ
っ
て
は
、

　
　
婚
外
子
が
50
％
の
国

も
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

日
本
は
ま
だ
婚
姻
か
ら
出

産
が
基
本
で
あ
る
。
婚
活

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
効
果

が
高
い
こ
と
か
ら
、
サ
ポ

ー
タ
ー
の
人
数
を
大
幅
に

増
や
す
な
ど
思
い
切
っ
た

施
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

成
婚
件
数
を
増
や
す
考
え

は
な
い
か
。

※三師会・・・薩摩郡医師会、薩摩郡歯科医師会、
 薩摩郡薬剤師会

防衛施設誘致要望活動（令和５年５月）

問
　
施
政
方
針
演
説
で
、

　
　
町
長
は
「
選
択
と
集

中
」
を
行
う
と
発
言
さ
れ

た
。
再
度
確
認
す
る
が
、

積
極
的
に
防
衛
施
設
誘
致

を
選
択
し
集
中
的
に
実
行

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

議
会
と
の
連
携
も
必
要
だ

が
、
誘
致
策
の
概
要
な
ど

を
共
通
認
識
と
し
て
、
報

告
や
連
絡
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
防
衛
省

　
　
等
へ
複
数
回
訪
問
し

て
い
る
。
先
月
も
防
衛
施

設
誘
致
推
進
協
議
会
と
防

衛
省
を
訪
問
し
、
請
願
及

び
三
師
会
（
※
）
、
商
工

会
に
よ
る
「
誘
致
に
お
い

て
協
力
で
き
る
旨
の
提
言

書
」
を
提
出
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
議
会
に
対
す
る
報

告
等
に
つ
い
て
は
、
明
確

な
概
要
や
具
体
的
な
見
通

し
が
立
っ
た
場
合
、
報
告

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　出前講座を開催しませんか？
　町議会のしくみ議員活動等について、理解を深めていただく
講座です。公民会やサロン、学校等で開催可能です。
　議会事務局に日程を確認の上、実施予定日の２０日前までに
議会事務局（24-8911）へお申し込みください。　
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一般質問

古田 昌也 議員

閉鎖中の観音滝公園

観音滝温泉施設（旧滝の宿）

観音滝公園の現状は

町長／運営継続に向け提案

観
光
振
興

町
民
に
対
し
て
説
明
は

町
長
／
早
い
段
階
で
説
明
を

問
　
観
音
滝
公
園
の
温

　
泉
施
設
復
旧
を
望
む
声

が
多
い
。
な
ぜ
復
旧
で
き

な
い
の
か
な
ど
の
説
明
義

務
は
町
に
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
地
元

住
民
に
対
し
て
、
現
状
を

説
明
す
る
責
任
も
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
く
の
か
。

答
　
横
断
的
判
断
の
促

　
　
進
は
日
頃
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。
専
門
的
・

集
中
的
な
取
組
に
関
し
て

は
、
効
果
的
な
意
思
決
定

を
行
う
環
境
も
整
え
て
い

る
。
し
か
し
、
新
た
な
行

政
課
題
に
加
え
、
多
様
化

す
る
行
政
ニ
ー
ズ
等
に
対

応
す
る
た
め
、
町
行
政
改

革
推
進
本
部
に
お
い
て
令

和
６
年
度
以
降
に
新
た
な

組
織
機
構
の
再
編
を
検
討

し
て
い
る
。

縦
割
り
行
政
に
感
じ
る
が

町
長
／

　組
織
機
構
再
編
を
検
討
中

組織改革問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
ル
ス
感
染
症
は
５
類

に
な
り
、
経
済
活
動
な
ど

本
格
的
に
動
き
出
し
て
き

て
い
る
。
現
状
を
見
た
と

き
に
民
間
事
業
者
と
比
べ
、

役
場
機
能
と
し
て
縦
割
り

感
が
あ
り
、
横
断
的
判
断

が
出
来
て
い
な
い
と
感
じ

る
が
、
町
と
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　
温
泉
施
設
は
元
清

　
　
流
館
位
置
で
計
画
を

進
め
て
い
た
が
、
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
と
な
っ
て
お

り
建
設
が
出
来
な
い
。
ま

た
、
地
元
住
民
に
対
し
て

は
株
式
会
社
や
さ
し
い
ま

ち
へ
の
提
案
に
回
答
が
き

た
ら
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

問
　
現
在
も
閉
鎖
中
の

　
　
観
音
滝
公
園
の
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、当
初
予
算
で
観
音

滝
公
園
関
連
予
算
が
可
決

さ
れ
て
い
る
。公
園
の
今

後
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
令
和
５
年
３
月
に

　
　
株
式
会
社
や
さ
し
い

ま
ち
代
表
と
面
談
し
、
観

音
滝
の
返
還
を
検
討
中
と

の
話
が
あ
っ
た
。
町
と
し

て
は
観
光
振
興
基
本
計
画

に
お
い
て
、
観
音
滝
公
園

を
本
町
の
観
光
振
興
の
拠

点
施
設
と
し
て
い
る
。
公

園
周
辺
の
整
備
な
ど
を
提

案
し
、
引
き
続
き
運
営
が

で
き
な
い
か
お
伺
い
し
て

い
る
。

組織再編を検討するさつま町役場本庁

一般質問

平山 俊郎 議員

積極的防衛施設誘致を

町長／官民一体で積極的取組

誘
致
推
進

答
　
結
婚
に
対
す
る
価

　
　
値
観
の
変
化
と
い
っ

た
時
代
の
流
れ
は
あ
る
が
、

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
は
、

身
近
な
信
頼
で
き
る
方
に

直
接
相
談
等
で
き
る
貴
重

な
事
業
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
婚
活
サ
ポ
ー
タ

ー
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

結
婚
支
援
に
つ
な
げ
る
取

組
を
進
め
て
い
く
。

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
増
員
を

町
長
／

　確
保
に
努
め
結
婚
支
援
へ

婚活支援問
　
外
国
に
あ
っ
て
は
、

　
　
婚
外
子
が
50
％
の
国

も
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

日
本
は
ま
だ
婚
姻
か
ら
出

産
が
基
本
で
あ
る
。
婚
活

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
効
果

が
高
い
こ
と
か
ら
、
サ
ポ

ー
タ
ー
の
人
数
を
大
幅
に

増
や
す
な
ど
思
い
切
っ
た

施
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

成
婚
件
数
を
増
や
す
考
え

は
な
い
か
。

※三師会・・・薩摩郡医師会、薩摩郡歯科医師会、
 薩摩郡薬剤師会

防衛施設誘致要望活動（令和５年５月）

問
　
施
政
方
針
演
説
で
、

　
　
町
長
は
「
選
択
と
集

中
」
を
行
う
と
発
言
さ
れ

た
。
再
度
確
認
す
る
が
、

積
極
的
に
防
衛
施
設
誘
致

を
選
択
し
集
中
的
に
実
行

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

議
会
と
の
連
携
も
必
要
だ

が
、
誘
致
策
の
概
要
な
ど

を
共
通
認
識
と
し
て
、
報

告
や
連
絡
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
防
衛
省

　
　
等
へ
複
数
回
訪
問
し

て
い
る
。
先
月
も
防
衛
施

設
誘
致
推
進
協
議
会
と
防

衛
省
を
訪
問
し
、
請
願
及

び
三
師
会
（
※
）
、
商
工

会
に
よ
る
「
誘
致
に
お
い

て
協
力
で
き
る
旨
の
提
言

書
」
を
提
出
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
議
会
に
対
す
る
報

告
等
に
つ
い
て
は
、
明
確

な
概
要
や
具
体
的
な
見
通

し
が
立
っ
た
場
合
、
報
告

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　出前講座を開催しませんか？
　町議会のしくみ議員活動等について、理解を深めていただく
講座です。公民会やサロン、学校等で開催可能です。
　議会事務局に日程を確認の上、実施予定日の２０日前までに
議会事務局（24-8911）へお申し込みください。　

No.74 さつま町議会だより9

一般質問



一般質問

新改 秀作 議員

今後の農業政策は

町長／安定的な経営を支援

農
家
支
援

問
　一
、
学
校
で
は
総

　
　合
的
な
点
検
を
行
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

特
に
正
門
の
防
犯
は
ど
う

か
。

二
、
統
廃
合
に
よ
り
廃
校

と
な
っ
た
校
舎
の
管
理
は

ど
う
か
。

三
、
登
下
校
は
物
理
的
に

も
精
神
的
に
も
安
全
と
言

え
る
の
か
。

問
　一
、
急
速
な
物
価

　
　高
で
消
費
者
及
び
商

店
街
は
打
撃
を
受
け
て
い

る
が
、
対
応
策
は
。

二
、
コ
ロ
ナ
禍
の
飲
食
業

等
へ
支
援
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
影
響
が
あ
っ
た
か
。

三
、
今
後
の
商
店
街
及
び

町
民
に
対
す
る
支
援
は
。

答
　一
、
さ
つ
ま
応
援

　
　
商
品
券
事
業
や
県
の

ぐ
り
ぶ
ー
ク
ー
ポ
ン
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
支
援
を
行

っ
た
。

二
、
消
費
者
物
価
指
数
は

対
昨
年
比
で
３
．
５
％
上

昇
し
て
い
る
。

三
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
予
定
な
ど
、

切
れ
目
の
な
い
取
組
を
喚

起
し
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
。

学
校
の
防
犯
対
策
は

教
育
長
／

　
　安
心・安
全
に
努
め
る

安全確保

問
　世
界
情
勢
の
中
で

　
　本
町
の
農
業
政
策
は

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

た
か
。
ま
た
、
耕
作
放
棄

地
を
な
く
す
た
め
の
政
策

及
び
担
い
手
対
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　昨
年
も
燃
油
や
配

　
　
合
飼
料
に
つ
い
て
支

援
を
行
っ
た
が
、
今
年
も

引
き
続
き
支
援
を
行
う
。

農
地
の
有
効
利
用
と
利
用

調
整
を
推
進
し
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
に
努
め
る
。

ま
た
、
担
い
手
対
策
は
農

地
の
集
積
や
ス
マ
ー
ト
機

器
の
導
入
支
援
等
で
、
稼

ぐ
力
を
支
援
す
る
。

コ
ロ
ナ
後
の
商
業
政
策
は

町
長
／
対
応
を
検
討
す
る

振興対策

答
　一
、
危
機
管
理
マ

　
　
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て

月
１
回
安
全
点
検
を
し
、

随
時
見
直
し
も
行
い
、
正

門
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
る
。

二
、
廃
校
と
な
っ
た
校
舎

は
定
期
的
に
職
員
等
で
見

回
り
を
行
っ
て
い
る
。

三
、
登
下
校
に
お
い
て
は
、

学
校
・
保
護
者
・
地
域
の

方
々
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
安
全
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。

登校時の見守り活動（盈進小学校前）

ラジコン草刈り機で法面の草を刈る様子

一般質問

川口 憲男 議員

これからの教育行政は

教育長／学校を地域協働体制で

学
校
教
育

答
　
一
、
よ
り
主
体
的

　
　
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
授
業
づ
く
り
が
で
き

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
人

間
関
係
の
構
築
や
児
童
間

の
切
磋
琢
磨
に
繋
が
る
と

考
え
る
。

二
、
児
童
・
生
徒
が
戸
惑

う
こ
と
な
く
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
、
よ
り
良
い

学
校
教
育
の
充
実
に
向
け

て
、
児
童
・
生
徒
の
成
長

を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

学
校
再
編
後
の
教
育
は

教
育
長
／

　よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
を

問
　
一
、
学
校
再
編
も

　
　
終
わ
り
に
近
づ
き
、

今
後
の
学
校
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

二
、
学
校
教
育
は
も
と
よ

り
、
家
庭
教
育
や
社
会
と

地
域
が
協
力
し
た
教
育
が

重
要
な
柱
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
職
員
と
一
体
と

な
っ
た
児
童
・
生
徒
指
導

や
学
校
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

問
　
学
校
・
家
庭
教
育

　
　
の
充
実
や
心
身
共
に

健
康
で
人
間
性
に
た
く
ま

し
い
子
ど
も
の
育
成
、
自

他
尊
重
の
心
を
持
ち
自
ら

学
び
、
自
ら
考
え
る
子
ど

も
の
育
成
が
大
切
だ
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
基
に
、

自
分
の
姿
勢
と
目
標
を
い

か
に
本
町
の
教
育
に
発
揮

さ
れ
る
考
え
か
。

答
　
児
童
・
生
徒
一
人

　
　
一
人
の
成
長
を
図
り

自
己
実
現
の
た
め
の
教
育
、

良
き
国
民
・
町
民
と
し
て

社
会
的
役
割
を
担
う
意
識

を
つ
け
る
教
育
、
学
校
と

地
域
が
相
互
活
動
に
よ
る

体
制
で
進
め
る
確
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

（
※
１
）
の
確
立
を
目
指

す
。
ま
た
、
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
へ

の
授
業
転
換
、
「
恕
」
の

精
神
（
※
２
）
に
よ
る
生

徒
指
導
、
「
さ
つ
ま
学
」

の
継
承
に
努
め
る
。

学校再編に向けた合同オンライン授業

答
　
児
童
・
生
徒
は
タ

　
　
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
効

果
的
な
活
用
を
経
験
し
、

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学

び
、
考
え
て
問
題
を
解
決

す
る
力
を
高
め
て
い
く
。

本
年
度
は
学
校
間
・
教
師

間
の
差
を
縮
め
、
活
用
の

幅
を
更
に
飛
躍
さ
せ
、
生

活
の
中
で
必
要
な
時
に
使

え
る
よ
う
指
導
し
て
い
き

た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進
は

教
育
長
／

　
　活
動
の
幅
を
更
に
飛
躍

問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

　
　
ル
の
推
進
は
、
児
童

・
生
徒
の
成
長
に
大
き
く

繋
が
り
、
さ
つ
ま
町
の
伸

び
に
も
大
事
な
こ
と
だ
。

現
在
も
授
業
や
宿
題
で
活

用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

活
用
策
等
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

タブレット端末を使用した音楽の授業（佐志小）

※２
恕の精神（じょのせいしん）
…相手の身になって思い、語り、行動すること。

※１
コミュニティスクール
…学校と保護者や地域の方々がともに知恵を出し合
い、学校運営に意見を反映させることで、一緒に協
働しながら子ども達の豊かな成長を支える仕組み。

※
３

※３
ＧＩＧＡスクール
…全国の児童・生徒１人に１台のコンピューターと
高速ネットワークを整備する文部科学省の取り組み。
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一般質問

新改 秀作 議員

今後の農業政策は

町長／安定的な経営を支援

農
家
支
援

問
　一
、
学
校
で
は
総

　
　合
的
な
点
検
を
行
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

特
に
正
門
の
防
犯
は
ど
う

か
。

二
、
統
廃
合
に
よ
り
廃
校

と
な
っ
た
校
舎
の
管
理
は

ど
う
か
。

三
、
登
下
校
は
物
理
的
に

も
精
神
的
に
も
安
全
と
言

え
る
の
か
。

問
　一
、
急
速
な
物
価

　
　高
で
消
費
者
及
び
商

店
街
は
打
撃
を
受
け
て
い

る
が
、
対
応
策
は
。

二
、
コ
ロ
ナ
禍
の
飲
食
業

等
へ
支
援
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
影
響
が
あ
っ
た
か
。

三
、
今
後
の
商
店
街
及
び

町
民
に
対
す
る
支
援
は
。

答
　一
、
さ
つ
ま
応
援

　
　
商
品
券
事
業
や
県
の

ぐ
り
ぶ
ー
ク
ー
ポ
ン
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
支
援
を
行

っ
た
。

二
、
消
費
者
物
価
指
数
は

対
昨
年
比
で
３
．
５
％
上

昇
し
て
い
る
。

三
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
予
定
な
ど
、

切
れ
目
の
な
い
取
組
を
喚

起
し
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
。

学
校
の
防
犯
対
策
は

教
育
長
／

　
　安
心・安
全
に
努
め
る

安全確保

問
　世
界
情
勢
の
中
で

　
　本
町
の
農
業
政
策
は

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

た
か
。
ま
た
、
耕
作
放
棄

地
を
な
く
す
た
め
の
政
策

及
び
担
い
手
対
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　昨
年
も
燃
油
や
配

　
　
合
飼
料
に
つ
い
て
支

援
を
行
っ
た
が
、
今
年
も

引
き
続
き
支
援
を
行
う
。

農
地
の
有
効
利
用
と
利
用

調
整
を
推
進
し
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
に
努
め
る
。

ま
た
、
担
い
手
対
策
は
農

地
の
集
積
や
ス
マ
ー
ト
機

器
の
導
入
支
援
等
で
、
稼

ぐ
力
を
支
援
す
る
。

コ
ロ
ナ
後
の
商
業
政
策
は

町
長
／
対
応
を
検
討
す
る

振興対策

答
　一
、
危
機
管
理
マ

　
　
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て

月
１
回
安
全
点
検
を
し
、

随
時
見
直
し
も
行
い
、
正

門
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
る
。

二
、
廃
校
と
な
っ
た
校
舎

は
定
期
的
に
職
員
等
で
見

回
り
を
行
っ
て
い
る
。

三
、
登
下
校
に
お
い
て
は
、

学
校
・
保
護
者
・
地
域
の

方
々
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
安
全
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。

登校時の見守り活動（盈進小学校前）

ラジコン草刈り機で法面の草を刈る様子

一般質問

川口 憲男 議員

これからの教育行政は

教育長／学校を地域協働体制で

学
校
教
育

答
　
一
、
よ
り
主
体
的

　
　
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
授
業
づ
く
り
が
で
き

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
人

間
関
係
の
構
築
や
児
童
間

の
切
磋
琢
磨
に
繋
が
る
と

考
え
る
。

二
、
児
童
・
生
徒
が
戸
惑

う
こ
と
な
く
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
、
よ
り
良
い

学
校
教
育
の
充
実
に
向
け

て
、
児
童
・
生
徒
の
成
長

を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

学
校
再
編
後
の
教
育
は

教
育
長
／

　よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
を

問
　
一
、
学
校
再
編
も

　
　
終
わ
り
に
近
づ
き
、

今
後
の
学
校
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

二
、
学
校
教
育
は
も
と
よ

り
、
家
庭
教
育
や
社
会
と

地
域
が
協
力
し
た
教
育
が

重
要
な
柱
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
職
員
と
一
体
と

な
っ
た
児
童
・
生
徒
指
導

や
学
校
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

問
　
学
校
・
家
庭
教
育

　
　
の
充
実
や
心
身
共
に

健
康
で
人
間
性
に
た
く
ま

し
い
子
ど
も
の
育
成
、
自

他
尊
重
の
心
を
持
ち
自
ら

学
び
、
自
ら
考
え
る
子
ど

も
の
育
成
が
大
切
だ
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
基
に
、

自
分
の
姿
勢
と
目
標
を
い

か
に
本
町
の
教
育
に
発
揮

さ
れ
る
考
え
か
。

答
　
児
童
・
生
徒
一
人

　
　
一
人
の
成
長
を
図
り

自
己
実
現
の
た
め
の
教
育
、

良
き
国
民
・
町
民
と
し
て

社
会
的
役
割
を
担
う
意
識

を
つ
け
る
教
育
、
学
校
と

地
域
が
相
互
活
動
に
よ
る

体
制
で
進
め
る
確
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

（
※
１
）
の
確
立
を
目
指

す
。
ま
た
、
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
へ

の
授
業
転
換
、
「
恕
」
の

精
神
（
※
２
）
に
よ
る
生

徒
指
導
、
「
さ
つ
ま
学
」

の
継
承
に
努
め
る
。

学校再編に向けた合同オンライン授業

答
　
児
童
・
生
徒
は
タ

　
　
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
効

果
的
な
活
用
を
経
験
し
、

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学

び
、
考
え
て
問
題
を
解
決

す
る
力
を
高
め
て
い
く
。

本
年
度
は
学
校
間
・
教
師

間
の
差
を
縮
め
、
活
用
の

幅
を
更
に
飛
躍
さ
せ
、
生

活
の
中
で
必
要
な
時
に
使

え
る
よ
う
指
導
し
て
い
き

た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推
進
は

教
育
長
／

　
　活
動
の
幅
を
更
に
飛
躍

問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

　
　
ル
の
推
進
は
、
児
童

・
生
徒
の
成
長
に
大
き
く

繋
が
り
、
さ
つ
ま
町
の
伸

び
に
も
大
事
な
こ
と
だ
。

現
在
も
授
業
や
宿
題
で
活

用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

活
用
策
等
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

タブレット端末を使用した音楽の授業（佐志小）

※２
恕の精神（じょのせいしん）
…相手の身になって思い、語り、行動すること。

※１
コミュニティスクール
…学校と保護者や地域の方々がともに知恵を出し合
い、学校運営に意見を反映させることで、一緒に協
働しながら子ども達の豊かな成長を支える仕組み。

※
３

※３
ＧＩＧＡスクール
…全国の児童・生徒１人に１台のコンピューターと
高速ネットワークを整備する文部科学省の取り組み。
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一般質問

橋之口 富雄 議員

地元食材の自給率は

教育長／更なる購入に努める

学
校
給
食

問
　
町
内
に
多
く
の
文

　
　
化
財
や
神
社
、
仏
閣

な
ど
が
あ
る
。
保
全
や
整

備
の
行
き
届
か
な
い
と
こ

ろ
が
出
て
き
て
い
る
が
、

町
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事

態
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
か
。

答
　
今
後
、
国
に
お
い

　
　
て
も
議
論
が
な
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
推
移
を
見
守
り
つ
つ

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
上
で
検
討
し
て
い
く
。

民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、

町
の
行
財
政
改
革
推
進
会

議
で
検
討
し
て
き
た
。
費

用
対
効
果
等
の
幅
広
い
観

点
か
ら
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。

町
内
の
文
化
財
保
全
を

町
長
／

　
　全
て
の
支
援
は
難
し
い

整備保全

問
　
学
校
給
食
に
お
け

　
　
る
地
元
食
材
の
自
給

率
は
何
％
な
の
か
。
ま
た
、

今
年
度
に
は
新
た
に
自
給

率
を
上
げ
る
た
め
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
そ

の
効
果
は
出
て
い
る
か
。

答
　
米
飯
給
食
に
つ
い

　
　
て
は
、
町
内
産
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
を
１
０
０
％
使
用

し
て
い
る
。
今
年
度
予
算

計
上
し
て
い
る
地
産
地
消

推
進
費
は
、
昨
年
度
ま
で

一
人
当
た
り
年
間
１
８
０

０
円
を
５
０
０
０
円
に
引

き
上
げ
、
更
な
る
町
内
産

食
材
購
入
に
努
め
る
。

学
校
給
食
の
今
後
は

教
育
長
／

　
　
　総
合
的
に
検
討
し
て
い
く

答
　
神
社
、
仏
閣
に
つ

　
　
い
て
は
町
内
に
貴
重

な
場
所
が
数
多
く
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
国
・
県

指
定
及
び
町
指
定
の
有
形

指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は

町
が
予
算
化
し
て
い
る
。

指
定
文
化
財
以
外
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
町
が
支
援

を
行
う
の
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
。

○○○○

問
　
全
国
的
に
学
校
給

　
　
食
の
無
料
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
本
町
で
は
今

後
無
料
化
す
る
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
民
営
化
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

宮之城給食センター

地元食材を使用した給食

一般質問

上別府 ユキ 議員

森林環境税の周知は

町長／丁寧な説明と周知を

森
林
振
興

答
　
本
町
民
有
林
の
花

　
　
粉
発
生
源
対
象
面
積

は
３
０
２
８
ha
で
98
％
で

あ
り
、
利
用
期
を
迎
え
た

杉
が
森
林
に
残
さ
れ
て
い

る
。「
伐
っ
て
、
使
っ
て
」

少
花
粉
杉
な
ど
に
「
植
え

替
え
・
育
て
る
」
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
推
進
し
、

花
粉
の
少
な
い
健
全
な
森

林
へ
転
換
す
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

必
要
な
対
策
を
研
究
し
た

い
。

少
花
粉
杉
へ
植
え
替
え
は

町
長
／
必
要
な
対
策
を
検
討

問
　
国
は
花
粉
症
の
発

　
　
生
源
で
あ
る
杉
を
、

花
粉
の
少
な
い
品
種
に
植

え
替
え
る
施
策
を
推
進
し

て
い
く
よ
う
で
あ
る
が
、

わ
が
町
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
は
。

※３　ＧＮＳＳ・・・一般的に衛星を使用した、衛星測位システムを
指す。全地球航法衛星システムの英語表記の略。

森林環境税等の仕組み（林野庁HPより）

あ
り
、
５
４
３
１
万
円
を

執
行
し
、
譲
与
税
基
金
を

５
２
８
０
万
円
積
立
て
た
。

人
材
の
雇
用
や
経
営
管
理

意
向
調
査
、
集
積
計
画
作

成
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
※
３
）

導
入
の
現
地
調
査
等
に
活

用
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
る
。
今
後

も
森
林
整
備
に
努
め
、
林

業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
使
途
は

町
長
／
計
画
的
に
進
め
て
い
く

問
　
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
は
令
和
元
年
度
よ
り

交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
執

行
状
況
と
そ
の
成
果
は
ど

う
か
。
ま
た
、
令
和
６
年

度
以
降
の
森
林
振
興
計
画

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

答
　
譲
与
総
額
に
つ
い

　
　
て
は
、
令
和
４
年
度

ま
で
１
億
６
９
３
万
円
で

問
　
本
町
の
森
林
面
積

　
　
は
総
面
積
の
70
．
７

％
を
占
め
る
が
林
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
。

森
林
環
境
税
（
※
１
）
の

賦
課
徴
収
（
※
２
）
が
令

和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
が
、

そ
の
目
的
や
制
度
、
仕
組

み
に
つ
い
て
町
民
に
十
分

な
周
知
を
す
る
計
画
が
あ

る
か
。

答
　
令
和
６
年
度
か
ら

　
　
年
額
１
０
０
０
円
を

住
民
税
均
等
割
と
併
せ
て
、

町
民
約
９
０
０
０
人
か
ら

賦
課
徴
収
す
る
。
森
林
環

境
譲
与
税
と
し
て
国
か
ら

都
道
府
県
と
市
町
村
に
譲

与
さ
れ
る
。
周
知
に
つ
い

て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

納
税
通
知
書
に
同
封
す
る

書
面
に
記
載
し
、
適
切
な

時
期
に
わ
か
り
や
す
く
丁

寧
な
説
明
と
周
知
に
努
め

る
。

間伐の様子　

植林から４年経過した樹木

※
１

森
林
環
境
税
・
・
・

地
球
温
暖
化
対
策
や
災
害
防
止

を
図
る
た
め
森
林
整
備
等
の
財

源
に
す
る
国
税
。

※
２

賦
課
徴
収
・
・
・

負
担
す
る
べ
き
税
額
を
決
定
し
、

そ
の
課
さ
れ
た
税
額
を
納
付
さ

せ
る
こ
と
。

さつま町議会だよりNo.74 12

一般質問



一般質問

橋之口 富雄 議員

地元食材の自給率は

教育長／更なる購入に努める

学
校
給
食

問
　
町
内
に
多
く
の
文

　
　
化
財
や
神
社
、
仏
閣

な
ど
が
あ
る
。
保
全
や
整

備
の
行
き
届
か
な
い
と
こ

ろ
が
出
て
き
て
い
る
が
、

町
と
し
て
こ
の
よ
う
な
事

態
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
か
。

答
　
今
後
、
国
に
お
い

　
　
て
も
議
論
が
な
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
推
移
を
見
守
り
つ
つ

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
上
で
検
討
し
て
い
く
。

民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、

町
の
行
財
政
改
革
推
進
会

議
で
検
討
し
て
き
た
。
費

用
対
効
果
等
の
幅
広
い
観

点
か
ら
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。

町
内
の
文
化
財
保
全
を

町
長
／

　
　全
て
の
支
援
は
難
し
い

整備保全

問
　
学
校
給
食
に
お
け

　
　
る
地
元
食
材
の
自
給

率
は
何
％
な
の
か
。
ま
た
、

今
年
度
に
は
新
た
に
自
給

率
を
上
げ
る
た
め
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
そ

の
効
果
は
出
て
い
る
か
。

答
　
米
飯
給
食
に
つ
い

　
　
て
は
、
町
内
産
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
を
１
０
０
％
使
用

し
て
い
る
。
今
年
度
予
算

計
上
し
て
い
る
地
産
地
消

推
進
費
は
、
昨
年
度
ま
で

一
人
当
た
り
年
間
１
８
０

０
円
を
５
０
０
０
円
に
引

き
上
げ
、
更
な
る
町
内
産

食
材
購
入
に
努
め
る
。

学
校
給
食
の
今
後
は

教
育
長
／

　
　
　総
合
的
に
検
討
し
て
い
く

答
　
神
社
、
仏
閣
に
つ

　
　
い
て
は
町
内
に
貴
重

な
場
所
が
数
多
く
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
国
・
県

指
定
及
び
町
指
定
の
有
形

指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は

町
が
予
算
化
し
て
い
る
。

指
定
文
化
財
以
外
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
町
が
支
援

を
行
う
の
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
。

○○○○

問
　
全
国
的
に
学
校
給

　
　
食
の
無
料
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
本
町
で
は
今

後
無
料
化
す
る
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
民
営
化
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

宮之城給食センター

地元食材を使用した給食

一般質問

上別府 ユキ 議員

森林環境税の周知は

町長／丁寧な説明と周知を

森
林
振
興

答
　
本
町
民
有
林
の
花

　
　
粉
発
生
源
対
象
面
積

は
３
０
２
８
ha
で
98
％
で

あ
り
、
利
用
期
を
迎
え
た

杉
が
森
林
に
残
さ
れ
て
い

る
。「
伐
っ
て
、
使
っ
て
」

少
花
粉
杉
な
ど
に
「
植
え

替
え
・
育
て
る
」
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
推
進
し
、

花
粉
の
少
な
い
健
全
な
森

林
へ
転
換
す
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

必
要
な
対
策
を
研
究
し
た

い
。

少
花
粉
杉
へ
植
え
替
え
は

町
長
／
必
要
な
対
策
を
検
討

問
　
国
は
花
粉
症
の
発

　
　
生
源
で
あ
る
杉
を
、

花
粉
の
少
な
い
品
種
に
植

え
替
え
る
施
策
を
推
進
し

て
い
く
よ
う
で
あ
る
が
、

わ
が
町
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
は
。

※３　ＧＮＳＳ・・・一般的に衛星を使用した、衛星測位システムを
指す。全地球航法衛星システムの英語表記の略。

森林環境税等の仕組み（林野庁HPより）

あ
り
、
５
４
３
１
万
円
を

執
行
し
、
譲
与
税
基
金
を

５
２
８
０
万
円
積
立
て
た
。

人
材
の
雇
用
や
経
営
管
理

意
向
調
査
、
集
積
計
画
作

成
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
※
３
）

導
入
の
現
地
調
査
等
に
活

用
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
る
。
今
後

も
森
林
整
備
に
努
め
、
林

業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
使
途
は

町
長
／
計
画
的
に
進
め
て
い
く

問
　
森
林
環
境
譲
与
税

　
　
は
令
和
元
年
度
よ
り

交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
執

行
状
況
と
そ
の
成
果
は
ど

う
か
。
ま
た
、
令
和
６
年

度
以
降
の
森
林
振
興
計
画

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

答
　
譲
与
総
額
に
つ
い

　
　
て
は
、
令
和
４
年
度

ま
で
１
億
６
９
３
万
円
で

問
　
本
町
の
森
林
面
積

　
　
は
総
面
積
の
70
．
７

％
を
占
め
る
が
林
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
。

森
林
環
境
税
（
※
１
）
の

賦
課
徴
収
（
※
２
）
が
令

和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
が
、

そ
の
目
的
や
制
度
、
仕
組

み
に
つ
い
て
町
民
に
十
分

な
周
知
を
す
る
計
画
が
あ

る
か
。

答
　
令
和
６
年
度
か
ら

　
　
年
額
１
０
０
０
円
を

住
民
税
均
等
割
と
併
せ
て
、

町
民
約
９
０
０
０
人
か
ら

賦
課
徴
収
す
る
。
森
林
環

境
譲
与
税
と
し
て
国
か
ら

都
道
府
県
と
市
町
村
に
譲

与
さ
れ
る
。
周
知
に
つ
い

て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

納
税
通
知
書
に
同
封
す
る

書
面
に
記
載
し
、
適
切
な

時
期
に
わ
か
り
や
す
く
丁

寧
な
説
明
と
周
知
に
努
め

る
。

間伐の様子　

植林から４年経過した樹木

※
１

森
林
環
境
税
・
・
・

地
球
温
暖
化
対
策
や
災
害
防
止

を
図
る
た
め
森
林
整
備
等
の
財

源
に
す
る
国
税
。

※
２

賦
課
徴
収
・
・
・

負
担
す
る
べ
き
税
額
を
決
定
し
、

そ
の
課
さ
れ
た
税
額
を
納
付
さ

せ
る
こ
と
。
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一般質問

中村 慎一 議員

道路・通学路は

町長／地域との協力体制で

道
路
行
政

問
　
消
費
生
活
相
談
は

　
　
相
当
数
の
相
談
対
応

が
な
さ
れ
て
い
る
。
う
そ

電
話
等
の
本
町
の
被
害
額

は
昨
年
の
届
出
額
が
２
件

６
０
０
万
円
余
。
届
け
の

な
い
少
額
被
害
は
多
く
、

数
百
万
円
単
位
も
あ
る
。

警
告
機
能
付
き
の
通
話
録

音
装
置
で
不
審
電
話
が
激

減
し
有
効
的
で
あ
り
、
他

自
治
体
も
機
器
の
補
助
事

例
が
多
い
。
対
策
を
講
じ

る
考
え
は
。 詐

欺
対
策
を

町
長
／

　
　や
り
方
を
検
討
し
た
い

うそ電話

問
　
道
路
の
維
持
管
理

　
　
に
は
地
域
の
協
力
が

重
要
。
ま
た
通
学
路
の
安

全
と
通
学
す
る
子
供
の
安

全
も
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

の
停
留
所
ま
で
含
め
て
、

安
全
確
保
の
責
務
は
自
治

体
に
あ
る
。
今
年
は
国
体

で
訪
問
客
も
増
え
る
。
景

観
美
観
を
生
か
し
た
道
路

行
政
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
考
え
は
。

答
　
道
路
景
観
を
良
好

　
　
に
維
持
す
る
に
は
地

域
や
事
業
所
と
の
協
働
が

必
要
。
道
路
清
掃
活
動
等

の
補
助
金
を
大
幅
に
増
額

し
た
。
国
・
県
道
の
清
掃

活
動
に
も
補
助
金
制
度
が

あ
る
。
通
学
路
の
安
全
対

策
は
自
治
体
の
責
務
。
道

路
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

は
改
め
て
考
え
方
を
説
明

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
化
や

　農
家
問
題
は

町
長
／

新
た
に
地
域

毎
の
計
画
を

答
　
県
の
被
害
状
況
は

　
　
昨
年
が
５
８
件
７
９

０
０
万
円（
前
年
比
倍
増
）

で
あ
る
。被
害
に
あ
っ
た

こ
と
を
表
に
出
し
た
く
な

い
と
い
う
方
が
相
当
数
あ

る
。啓
発
を
し
な
が
ら
、機

器
が
良
い
の
か
他
に
対
策

が
あ
る
の
か
や
り
方
を
検

討
し
た
い
。　
　
　
　

問
　
農
家
の
高
齢
化
の

　
　
実
態
解
明
は
。
ま
た

集
落
営
農
と
や
る
気
の
あ

る
担
い
手
育
成
は
進
ん
で

い
る
か
。
こ
の
問
題
は
地

域
毎
に
条
件
が
異
な
り
、

地
域
任
せ
で
は
進
ま
な
い
。

地
域
の
話
し
合
い
に
よ
る

方
向
付
け
が
必
要
だ
。

答
　
プ
ラ
ン
の
見
直
し

　
　
作
業
で
年
代
別
の
耕

作
者
地
図
を
作
成
。
地
域

計
画
が
必
須
と
な
っ
た
。

地
域
に
入
っ
て
進
め
る
。

集
落
営
農
の
推
進
と
担
い

手
育
成
は
予
算
枠
と
限
度

額
を
引
上
げ
、
や
る
気
ポ

イ
ン
ト
の
加
点
を
新
設
。

集
落
営
農
法
人
へ
は
作
物

の
技
術
指
導
や
機
械
導
入

支
援
、
営
農
指
導
等
を
実

施
。

農
家
の
問
題
に

　
　
　対
応
を

町
長
／

し
っ
か
り対応

し
た
い

問
　
本
町
の
稲
作
中
心

　
　
の
農
業
を
展
開
す
る

に
は
現
場
の
農
業
者
か
ら

学
ぶ
べ
き
。
大
規
模
化
・

機
械
化
、
耕
種
の
複
合
化
、

有
害
鳥
獣
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
、
汎
用
化
等
々
、
多

岐
に
わ
た
る
課
題
を
ど
う

対
処
す
る
の
か
。
町
の
農

業
問
題
も
大
事
だ
が
、
農

家
の
問
題
に
は
し
っ
か
り

対
応
が
必
要
だ
。

答
　
耕
地
面
積
の
７
割

　
　
は
水
田
。
排
水
性
の

良
い
水
田
で
汎
用
化
を
図

り
重
点
品
目
の
野
菜
等
に

よ
り
所
得
向
上
を
目
指
し

て
欲
し
い
。
水
田
農
業
を

め
ぐ
る
課
題
は
多
岐
に
わ

た
る
。
若
手
農
業
者
が
希

望
を
持
て
る
よ
う
課
題
克

服
に
取
り
組
み
、
農
家
が

抱
え
る
課
題
に
し
っ
か
り

対
応
し
た
い
。

鹿児島県うそ電話詐欺防止ポスター

一般質問

有川 美子 議員

助成制度の新設を

町長／現制度活用し整備推進

遊
休
農
地

花
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　開
催
を

町
長
／

内
容
も
含
め

　前
向
き
検
討

問
　一
、
遊
休
農
地
や

　
　耕
作
放
棄
地
を
花
畑

と
し
て
有
効
活
用
し
、
地

域
活
性
化
の
一
つ
に
す
る

考
え
は
。

二
、
既
に
遊
休
農
地
に
花

を
植
え
る
取
組
が
あ
り
、

景
観
美
化
・
地
域
活
性
化

・
観
光
資
源
に
な
る
取
組

だ
。
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

形
で
、
本
町
が
評
価
す
る

コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
を
。

答
　一
、
現
交
付
金
事

　
　
業
を
活
用
し
、
景
観

作
物
の
作
付
け
や
そ
れ
を

利
用
し
た
祭
り
な
ど
の
開

催
に
取
組
む
地
域
も
あ
る
。

行
政
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
周
知
啓
発
等
支
援
し

て
い
く
。

二
、
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

提
案
と
し
て
受
け
と
め
、

館
長
会
な
ど
で
意
見
を
聞

き
、
実
現
す
る
よ
う
な
形

で
考
え
る
。

未
加
入
者
の
ご
み
出
し
は

町
長
／

　別
途
設
置
す
る
の
は
困
難

社会問題問
　地
域
の
ご
み
ス
テ

　
　ー
シ
ョ
ン
は
、
各
公

民
会
が
維
持
管
理
。
公
民

会
未
加
入
世
帯
が
増
え
る

中
で
、
様
々
な
課
題
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
町
全
体

の
公
民
会
未
加
入
世
帯
数

お
よ
び
未
加
入
世
帯
へ
の

ご
み
出
し
に
お
け
る
周
知

内
容
は
。

答
　令
和
５
年
５
月
１

　
　
日
現
在
の
世
帯
数
は

９
７
７
５
世
帯
、
公
民
会

未
加
入
世
帯
は
２
５
７
０

世
帯
だ
。
町
で
は
公
民
会

未
加
入
者
だ
け
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
は
困
難

で
あ
り
、
各
衛
生
組
合
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利

用
を
、
未
加
入
者
お
よ
び

衛
自
連
総
会
等
に
て
ご
理

解
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　一
、
未
加
入
者
か

　
　ら
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
「
当
番
が
立
っ

て
お
り
出
し
づ
ら
い
。
運

転
も
で
き
な
い
の
で
困
っ

て
い
る
」
と
の
相
談
に
、

ど
う
回
答
す
る
の
か
。

二
、
高
齢
化
の
進
む
本
町

で
は
、
今
後
同
じ
よ
う
な

問
い
合
わ
せ
が
増
加
す
る

だ
ろ
う
。
戸
別
収
集
導
入

検
討
を
。

答
　一
、
出
来
た
ら
地

　
　
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

な
お
、
運
転
が
出
来
ず
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
運
搬

が
難
し
い
高
齢
者
等
に
つ

い
て
は
、
共
助
と
い
う
形

で
近
く
の
住
民
に
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。

二
、
ご
み
の
収
集
方
式
の

変
更
に
関
し
て
は
導
入
可

能
か
否
か
を
含
め
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
学
校
跡
地
の
利
活
用

　に
つ
い
て

問
　年
々
遊
休
農
地
や

　
　耕
作
放
棄
地
が
目
立

ち
、
町
民
か
ら
は
「
里
山

の
風
景
が
壊
さ
れ
て
い
く

の
に
心
が
痛
む
」
等
の
声

が
あ
る
。
ま
た
、
未
整
備

の
農
地
で
は
雑
草
が
繁
殖

し
、
景
観
を
損
ね
て
い
る
。

遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地

の
整
備
に
つ
い
て
、
助
成

制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

答
　中
山
間
地
域
等
直  

　
　
接
支
払
制
度
で
の
協

定
農
地
は
、
適
切
に
管
理

さ
れ
農
地
の
荒
廃
化
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外

で
特
に
山
間
・
迫
田
に
つ

い
て
は
増
加
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
助
成
制
度
の
新

設
に
つ
い
て
は
、
先
に
農

振
農
用
地
や
圃
場
整
備
地

区
を
優
先
的
に
、
こ
れ
以

上
発
生
し
な
い
よ
う
環
境

整
備
を
推
進
す
る
。
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一般質問

中村 慎一 議員

道路・通学路は

町長／地域との協力体制で

道
路
行
政

問
　
消
費
生
活
相
談
は

　
　
相
当
数
の
相
談
対
応

が
な
さ
れ
て
い
る
。
う
そ

電
話
等
の
本
町
の
被
害
額

は
昨
年
の
届
出
額
が
２
件

６
０
０
万
円
余
。
届
け
の

な
い
少
額
被
害
は
多
く
、

数
百
万
円
単
位
も
あ
る
。

警
告
機
能
付
き
の
通
話
録

音
装
置
で
不
審
電
話
が
激

減
し
有
効
的
で
あ
り
、
他

自
治
体
も
機
器
の
補
助
事

例
が
多
い
。
対
策
を
講
じ

る
考
え
は
。 詐

欺
対
策
を

町
長
／

　
　や
り
方
を
検
討
し
た
い

うそ電話

問
　
道
路
の
維
持
管
理

　
　
に
は
地
域
の
協
力
が

重
要
。
ま
た
通
学
路
の
安

全
と
通
学
す
る
子
供
の
安

全
も
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

の
停
留
所
ま
で
含
め
て
、

安
全
確
保
の
責
務
は
自
治

体
に
あ
る
。
今
年
は
国
体

で
訪
問
客
も
増
え
る
。
景

観
美
観
を
生
か
し
た
道
路

行
政
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
考
え
は
。

答
　
道
路
景
観
を
良
好

　
　
に
維
持
す
る
に
は
地

域
や
事
業
所
と
の
協
働
が

必
要
。
道
路
清
掃
活
動
等

の
補
助
金
を
大
幅
に
増
額

し
た
。
国
・
県
道
の
清
掃

活
動
に
も
補
助
金
制
度
が

あ
る
。
通
学
路
の
安
全
対

策
は
自
治
体
の
責
務
。
道

路
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

は
改
め
て
考
え
方
を
説
明

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
化
や

　農
家
問
題
は

町
長
／

新
た
に
地
域

毎
の
計
画
を

答
　
県
の
被
害
状
況
は

　
　
昨
年
が
５
８
件
７
９

０
０
万
円（
前
年
比
倍
増
）

で
あ
る
。被
害
に
あ
っ
た

こ
と
を
表
に
出
し
た
く
な

い
と
い
う
方
が
相
当
数
あ

る
。啓
発
を
し
な
が
ら
、機

器
が
良
い
の
か
他
に
対
策

が
あ
る
の
か
や
り
方
を
検

討
し
た
い
。　
　
　
　

問
　
農
家
の
高
齢
化
の

　
　
実
態
解
明
は
。
ま
た

集
落
営
農
と
や
る
気
の
あ

る
担
い
手
育
成
は
進
ん
で

い
る
か
。
こ
の
問
題
は
地

域
毎
に
条
件
が
異
な
り
、

地
域
任
せ
で
は
進
ま
な
い
。

地
域
の
話
し
合
い
に
よ
る

方
向
付
け
が
必
要
だ
。

答
　
プ
ラ
ン
の
見
直
し

　
　
作
業
で
年
代
別
の
耕

作
者
地
図
を
作
成
。
地
域

計
画
が
必
須
と
な
っ
た
。

地
域
に
入
っ
て
進
め
る
。

集
落
営
農
の
推
進
と
担
い

手
育
成
は
予
算
枠
と
限
度

額
を
引
上
げ
、
や
る
気
ポ

イ
ン
ト
の
加
点
を
新
設
。

集
落
営
農
法
人
へ
は
作
物

の
技
術
指
導
や
機
械
導
入

支
援
、
営
農
指
導
等
を
実

施
。

農
家
の
問
題
に

　
　
　対
応
を

町
長
／

し
っ
か
り対応

し
た
い

問
　
本
町
の
稲
作
中
心

　
　
の
農
業
を
展
開
す
る

に
は
現
場
の
農
業
者
か
ら

学
ぶ
べ
き
。
大
規
模
化
・

機
械
化
、
耕
種
の
複
合
化
、

有
害
鳥
獣
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
、
汎
用
化
等
々
、
多

岐
に
わ
た
る
課
題
を
ど
う

対
処
す
る
の
か
。
町
の
農

業
問
題
も
大
事
だ
が
、
農

家
の
問
題
に
は
し
っ
か
り

対
応
が
必
要
だ
。

答
　
耕
地
面
積
の
７
割

　
　
は
水
田
。
排
水
性
の

良
い
水
田
で
汎
用
化
を
図

り
重
点
品
目
の
野
菜
等
に

よ
り
所
得
向
上
を
目
指
し

て
欲
し
い
。
水
田
農
業
を

め
ぐ
る
課
題
は
多
岐
に
わ

た
る
。
若
手
農
業
者
が
希

望
を
持
て
る
よ
う
課
題
克

服
に
取
り
組
み
、
農
家
が

抱
え
る
課
題
に
し
っ
か
り

対
応
し
た
い
。

鹿児島県うそ電話詐欺防止ポスター

一般質問

有川 美子 議員

助成制度の新設を

町長／現制度活用し整備推進

遊
休
農
地

花
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　開
催
を

町
長
／

内
容
も
含
め

　前
向
き
検
討

問
　一
、
遊
休
農
地
や

　
　耕
作
放
棄
地
を
花
畑

と
し
て
有
効
活
用
し
、
地

域
活
性
化
の
一
つ
に
す
る

考
え
は
。

二
、
既
に
遊
休
農
地
に
花

を
植
え
る
取
組
が
あ
り
、

景
観
美
化
・
地
域
活
性
化

・
観
光
資
源
に
な
る
取
組

だ
。
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

形
で
、
本
町
が
評
価
す
る

コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
を
。

答
　一
、
現
交
付
金
事

　
　
業
を
活
用
し
、
景
観

作
物
の
作
付
け
や
そ
れ
を

利
用
し
た
祭
り
な
ど
の
開

催
に
取
組
む
地
域
も
あ
る
。

行
政
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
周
知
啓
発
等
支
援
し

て
い
く
。

二
、
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

提
案
と
し
て
受
け
と
め
、

館
長
会
な
ど
で
意
見
を
聞

き
、
実
現
す
る
よ
う
な
形

で
考
え
る
。

未
加
入
者
の
ご
み
出
し
は

町
長
／

　別
途
設
置
す
る
の
は
困
難

社会問題問
　地
域
の
ご
み
ス
テ

　
　ー
シ
ョ
ン
は
、
各
公

民
会
が
維
持
管
理
。
公
民

会
未
加
入
世
帯
が
増
え
る

中
で
、
様
々
な
課
題
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
町
全
体

の
公
民
会
未
加
入
世
帯
数

お
よ
び
未
加
入
世
帯
へ
の

ご
み
出
し
に
お
け
る
周
知

内
容
は
。

答
　令
和
５
年
５
月
１

　
　
日
現
在
の
世
帯
数
は

９
７
７
５
世
帯
、
公
民
会

未
加
入
世
帯
は
２
５
７
０

世
帯
だ
。
町
で
は
公
民
会

未
加
入
者
だ
け
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
は
困
難

で
あ
り
、
各
衛
生
組
合
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利

用
を
、
未
加
入
者
お
よ
び

衛
自
連
総
会
等
に
て
ご
理

解
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　一
、
未
加
入
者
か

　
　ら
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
「
当
番
が
立
っ

て
お
り
出
し
づ
ら
い
。
運

転
も
で
き
な
い
の
で
困
っ

て
い
る
」
と
の
相
談
に
、

ど
う
回
答
す
る
の
か
。

二
、
高
齢
化
の
進
む
本
町

で
は
、
今
後
同
じ
よ
う
な

問
い
合
わ
せ
が
増
加
す
る

だ
ろ
う
。
戸
別
収
集
導
入

検
討
を
。

答
　一
、
出
来
た
ら
地

　
　
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

な
お
、
運
転
が
出
来
ず
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
運
搬

が
難
し
い
高
齢
者
等
に
つ

い
て
は
、
共
助
と
い
う
形

で
近
く
の
住
民
に
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
。

二
、
ご
み
の
収
集
方
式
の

変
更
に
関
し
て
は
導
入
可

能
か
否
か
を
含
め
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
学
校
跡
地
の
利
活
用

　に
つ
い
て

問
　年
々
遊
休
農
地
や

　
　耕
作
放
棄
地
が
目
立

ち
、
町
民
か
ら
は
「
里
山

の
風
景
が
壊
さ
れ
て
い
く

の
に
心
が
痛
む
」
等
の
声

が
あ
る
。
ま
た
、
未
整
備

の
農
地
で
は
雑
草
が
繁
殖

し
、
景
観
を
損
ね
て
い
る
。

遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地

の
整
備
に
つ
い
て
、
助
成

制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

答
　中
山
間
地
域
等
直  

　
　
接
支
払
制
度
で
の
協

定
農
地
は
、
適
切
に
管
理

さ
れ
農
地
の
荒
廃
化
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外

で
特
に
山
間
・
迫
田
に
つ

い
て
は
増
加
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
助
成
制
度
の
新

設
に
つ
い
て
は
、
先
に
農

振
農
用
地
や
圃
場
整
備
地

区
を
優
先
的
に
、
こ
れ
以

上
発
生
し
な
い
よ
う
環
境

整
備
を
推
進
す
る
。
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第２回モニター会議（令和５年７月１０日）
　６月定例議会が終わり、第２回目の議会モニター会議が開催されました。提出された報告書やモ
ニター会議内で多くのご意見が寄せられました。

議会だよりに関すること
・議員の方の活動が見えづらい。議会だよりも見るのですが、じっくりと内容を最後まで見るという
ことが今まではなかった。議会だよりそのものは、すごく見やすくなっていると思います。

・傍聴席にモニターを設置し、インターネット配信さ
れている映像を表示。議員の名前も出るし、傍聴席か
らは議員の背中しか見えないので表情が見れたほうが
よい。

・議員の皆さんは一生懸命されていると感じますが、
それぞれ個人差といいますか詳しく調べている方、調
査が足りない方など議会に対する温度差みたいなもの
を強く感じました。また、批判的な質問、掘り下げの
少ない返答、抽象的な回答、具体性の無い質問・回答。
これが今回感じた感想です。

議会傍聴の際は予約不要です。ただし座席に限りがありますのでご了承下さい。

①役場本庁入口から左へ進みます。 ②傍聴席のある３階へあがります。

③３階で左側一番奥まで進みます。 ④傍聴席に着席し、傍聴を行います。

傍聴時の注意点
１　議場の言論に対して、拍手などにより
公然と可否を示さないこと。
２　静かにして、騒ぎ立てないこと。
３　携帯電話は電源を切るかマナーモード
にして、通話はしないこと。
４　飲食や喫煙をしないこと。
５　議事の妨害をしないこと。
６　議長の許可なく、写真や動画の撮影、
録音を行わないこと。

※主な注意点のみ掲載しています。
詳しくは傍聴席前に掲示している注
意事項やＱＲコードから
ご確認ください。

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　〜
議
会
傍
聴
方
法
〜

・１日撮られたのが、そのままＹｏｕＴｕｂｅで配信されている。ちょっと長すぎて、科目ごととい
うか、何かもう少し小分けにしたら、自分の気になる項目とかを視聴しやすくなるのかなと感じた。

・議会開催前に一般質問項目だけでも役場ロビーやホームページや町の公式ＬＩＮＥに掲示してみて
はどうか。

第２回モニター会議

本会議を傍聴するモニター

本会議の傍聴（視聴）に関すること
・関心の有無によるだろうが、私は議会傍聴を初めて
して「面白い」とは思った。そのため「傍聴にもっと
来てもらえる工夫が必要では？」と特に感じた。議事
に差し支えがない（事務局に負担がない）程度に議会
に興味をもってもらう工夫を。

・本会議を今回初めてユーチューブで動画視聴しまし
た。今までは議会だよりで短くまとまった結果だけを
見ていましたが、議員の方々は一般質問について、一
生懸命聞き取りや調査などされていることを初めて知
りました。

 議会モニター制度運用開始

第１回モニター会議（令和５年５月１９日）

１．「議会モニター制度」とは？
 議会の運営等に関し、町民からの要望、提言その他の意見を広く聴取し、議会の運営に反映させる
ことを目的とするものです。

２．どんなことをするの？
　主な活動は、定例会や委員会等において積極的に議会の傍聴もしくはライブ中継を視聴していた
だくほか、さつま町議会だよりやホームページをご覧いただき、その中で感じた議会運営全般に対
する意見等について、モニター会議やアンケートで回答をしていただきます。

３．モニターの人数、任期はいつまで？
　今回応募のあったモニターは、町内の男女合わせて１０名です。任期は委嘱の日から年度末まで
です。

モニター：全国的に地方議会のなり手が少ないという状況の
なかで、議員に立候補された動機はどのようなものですか。

議員：若手のなり手が「いない」という声があり、商工会青
年部から県議会議員に立候補し、その姿を見て触発されたと
いうのが一番の動機です。その中で、若手が自分の仕事をな
げうって、人生をかけて立候補した姿に感銘を受けました。
真剣に町のことを考えれば、私たちの年代が奮起しないとい
けない。

　第１回目の議会モニター会議では、議会事務局より議
会の概要や議会モニター制度等の説明、議員との意見交
換会が行われました。

第１回モニター会議

議員：同じ年代の方々から「自分たちの意見を行政に伝えてほしい」と、「議会にも伝えてほしい」
と要請を受けて、私自身も興味があったので、立候補をしました。

議員：民間の考え方では行政のやり方にわからない部分がたくさんあり、もう少しスムーズにできな
いものかと考え、課題に対し、町のために頑張ろうと思い立候補しました。

モニター：今回モニター制度をはじめて、今後モニターの方々に期待をされることはどのようなこと
ですか。

議員：議員は、地元や町全体で活動をしているが、自分の行動は見えづらい。第３者の目が欲しいと
いう部分が一番だろうと考えている。

議員：議会モニター制度を運用する中で、いろいろと指摘を受けたところは、自分で反省をしなけれ
ばならない。多くの意見をいただければ、議会の活性化につながるのではないかと考える。

　モニターから多くのご意見が寄せられたので、今回一部を抜粋して掲載しています。

議会に届け、町民の声
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第２回モニター会議（令和５年７月１０日）
　６月定例議会が終わり、第２回目の議会モニター会議が開催されました。提出された報告書やモ
ニター会議内で多くのご意見が寄せられました。

議会だよりに関すること
・議員の方の活動が見えづらい。議会だよりも見るのですが、じっくりと内容を最後まで見るという
ことが今まではなかった。議会だよりそのものは、すごく見やすくなっていると思います。

・傍聴席にモニターを設置し、インターネット配信さ
れている映像を表示。議員の名前も出るし、傍聴席か
らは議員の背中しか見えないので表情が見れたほうが
よい。

・議員の皆さんは一生懸命されていると感じますが、
それぞれ個人差といいますか詳しく調べている方、調
査が足りない方など議会に対する温度差みたいなもの
を強く感じました。また、批判的な質問、掘り下げの
少ない返答、抽象的な回答、具体性の無い質問・回答。
これが今回感じた感想です。

議会傍聴の際は予約不要です。ただし座席に限りがありますのでご了承下さい。

①役場本庁入口から左へ進みます。 ②傍聴席のある３階へあがります。

③３階で左側一番奥まで進みます。 ④傍聴席に着席し、傍聴を行います。

傍聴時の注意点
１　議場の言論に対して、拍手などにより
公然と可否を示さないこと。
２　静かにして、騒ぎ立てないこと。
３　携帯電話は電源を切るかマナーモード
にして、通話はしないこと。
４　飲食や喫煙をしないこと。
５　議事の妨害をしないこと。
６　議長の許可なく、写真や動画の撮影、
録音を行わないこと。

※主な注意点のみ掲載しています。
詳しくは傍聴席前に掲示している注
意事項やＱＲコードから
ご確認ください。
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・１日撮られたのが、そのままＹｏｕＴｕｂｅで配信されている。ちょっと長すぎて、科目ごととい
うか、何かもう少し小分けにしたら、自分の気になる項目とかを視聴しやすくなるのかなと感じた。

・議会開催前に一般質問項目だけでも役場ロビーやホームページや町の公式ＬＩＮＥに掲示してみて
はどうか。

第２回モニター会議

本会議を傍聴するモニター

本会議の傍聴（視聴）に関すること
・関心の有無によるだろうが、私は議会傍聴を初めて
して「面白い」とは思った。そのため「傍聴にもっと
来てもらえる工夫が必要では？」と特に感じた。議事
に差し支えがない（事務局に負担がない）程度に議会
に興味をもってもらう工夫を。

・本会議を今回初めてユーチューブで動画視聴しまし
た。今までは議会だよりで短くまとまった結果だけを
見ていましたが、議員の方々は一般質問について、一
生懸命聞き取りや調査などされていることを初めて知
りました。

 議会モニター制度運用開始

第１回モニター会議（令和５年５月１９日）

１．「議会モニター制度」とは？
 議会の運営等に関し、町民からの要望、提言その他の意見を広く聴取し、議会の運営に反映させる
ことを目的とするものです。

２．どんなことをするの？
　主な活動は、定例会や委員会等において積極的に議会の傍聴もしくはライブ中継を視聴していた
だくほか、さつま町議会だよりやホームページをご覧いただき、その中で感じた議会運営全般に対
する意見等について、モニター会議やアンケートで回答をしていただきます。

３．モニターの人数、任期はいつまで？
　今回応募のあったモニターは、町内の男女合わせて１０名です。任期は委嘱の日から年度末まで
です。

モニター：全国的に地方議会のなり手が少ないという状況の
なかで、議員に立候補された動機はどのようなものですか。

議員：若手のなり手が「いない」という声があり、商工会青
年部から県議会議員に立候補し、その姿を見て触発されたと
いうのが一番の動機です。その中で、若手が自分の仕事をな
げうって、人生をかけて立候補した姿に感銘を受けました。
真剣に町のことを考えれば、私たちの年代が奮起しないとい
けない。

　第１回目の議会モニター会議では、議会事務局より議
会の概要や議会モニター制度等の説明、議員との意見交
換会が行われました。

第１回モニター会議

議員：同じ年代の方々から「自分たちの意見を行政に伝えてほしい」と、「議会にも伝えてほしい」
と要請を受けて、私自身も興味があったので、立候補をしました。

議員：民間の考え方では行政のやり方にわからない部分がたくさんあり、もう少しスムーズにできな
いものかと考え、課題に対し、町のために頑張ろうと思い立候補しました。

モニター：今回モニター制度をはじめて、今後モニターの方々に期待をされることはどのようなこと
ですか。

議員：議員は、地元や町全体で活動をしているが、自分の行動は見えづらい。第３者の目が欲しいと
いう部分が一番だろうと考えている。

議員：議会モニター制度を運用する中で、いろいろと指摘を受けたところは、自分で反省をしなけれ
ばならない。多くの意見をいただければ、議会の活性化につながるのではないかと考える。

　モニターから多くのご意見が寄せられたので、今回一部を抜粋して掲載しています。

議会に届け、町民の声
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東海地区企業訪問（７月６～７日） 国道504号整備促進議員期成会総会
（７月１８日）
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《表紙紹介》
　令和５年７月２２日、２０年前から開催されている地域をあげての行
事です。永野区子ども会育成会主催「ふれあい六月灯」が開催されまし
た。当日の天気予報では雨が心配されましたが、幸いにも天候に恵まれ、
子ども達は久しぶりの六月灯を楽しみました。また、六月灯の最後には
打ち上げ花火も上がり、にぎやかなひと時となりました。
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